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１
．
は
じ
め
に

　

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
立
教
中

学
校
関
係
資
料
研
究
」
で
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
活
動
と
し
て
、

昭
和
初
期
立
教
中
学
校
修
了
／
卒
業
生
の
進
学
動
向
を
と
り
あ
げ

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
旧
制
立
教
中
学
校
の
進
学
を
重
視
し
た
性
格
に
つ

い
て
は
、
同
窓
生
や
教
員
の
回
想
的
文
章
な
ど
で
し
ば
し
ば
と
り

あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
受
験
を
目
的
と
し
た
生
徒
全
体
の

学
習
意
欲
の
高
さ
に
つ
い
て
も
、
当
時
の
関
係
者
の
発
言
な
ど
と

と
も
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
（1）

。

　

し
か
し
、
進
学
重
視
の
性
格
を
資
料
的
に
跡
づ
け
る
た
め
に

は
、
一
九
三
一
（
昭
六
）
年
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
改
正
に
お

い
て
導
入
さ
れ
た
、
就
職
コ
ー
ス
と
進
学
コ
ー
ス
分
化
を
と
も
な

う
課
程
制
（
コ
ー
ス
制
）
へ
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
課
程
の
設
置
状
況
に
は
、
学
校
側
が
生
徒
の

進
路
動
向
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
が
明
確
に
現
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
立
教
中
学
校
が
課
程
制
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
こ
れ
ま
で

言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
よ
り
具
体
的
な
進
学
動
向
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
だ
ろ
う
。
立
教
池
袋
中
学
校
高
等
学
校
史
料
室
に
残
さ

れ
て
い
る
旧
制
立
教
中
学
校
関
係
資
料
、
な
か
で
も
『
各
年
度
上

級
学
校
入
学
者
調
』（
以
下
、『
入
学
者
調
』
と
略
記
）
は
、
進
学

動
向
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
ひ
じ
ょ
う
に
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
こ
の
資
料
に
は
、
昭
和
初
期
（
一
九
二
六
年
か
ら
四
一
年
前

昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向

油
井
原
　
均
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後
ま
で
）
の
立
教
中
学
校
卒
業
／
修
了
生
の
氏
名
と
進
学
学
校
先

が
、
欠
落
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
こ
の
資
料
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
に
は

知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
な
資
料
と
し
て
の
性

格
や
問
題
点
か
ら
、
そ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
留
保

を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
活
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
当
時
の
中
学
校
か
ら
上
級
学
校
へ
の
進
学
制

度
の
概
要
を
記
し
た
の
ち
、
三
一
年
一
月
に
改
正
さ
れ
た
中
学
校

令
施
行
規
則
の
主
な
改
正
点
と
、
立
教
中
学
校
が
施
行
規
則
改
正

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
公
文
書
な
ど
に
も
と

づ
い
て
論
じ
る
。
つ
い
で
、
旧
制
立
教
中
学
校
関
係
資
料
『
入
学

者
調
』
な
ど
を
資
料
と
し
て
、
昭
和
初
期
進
学
動
向
の
検
討
を
試

み
る
。

　

以
上
の
作
業
を
と
お
し
て
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
立
教
中
学
校

の
学
校
と
し
て
の
性
格
と
、
進
学
動
向
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

２
．
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
中
学
校
制
度
改

変
動
向
と
立
教
中
学
校
の
対
応

（
１
）
大
学
令
制
定
と
高
等
学
校
令
改
正　

�

　

�

中
学
校
か
ら
の
進
学
に
与
え
た
影
響
と
の
関
連
で�　

　

一
九
一
八
（
大
七
）
年
の
高
等
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
中
学
校

か
ら
高
等
学
校
へ
の
進
学
は
、
第
四
学
年
修
了
時
か
ら
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
（2）

。
ま
た
同
年
に
制
定
さ
れ
た
大
学
令
で
は
、

必
要
の
あ
る
場
合
に
大
学
に
は
予
科
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
大
学
予
科
は
二
年
制
も
し
く
は
三
年
制
と
さ
れ
、
制

度
的
に
は
高
等
学
校
に
準
拠
す
る
学
校
と
定
め
ら
れ
た
（3）

。
大
学

令
に
よ
り
「
昇
格
」
し
た
私
立
大
学
は
す
べ
て
予
科
を
設
置
し
た

（4）

。
こ
の
制
度
は
昭
和
初
期
を
と
お
し
て
基
本
的
に
保
持
さ
れ

た
。

　

上
級
学
校
に
進
学
を
考
え
る
中
学
校
生
徒
に
と
っ
て
は
、
主
な

選
択
肢
と
し
て
、
四
年
修
了
の
資
格
で
高
等
学
校
／
三
年
制
大
学

予
科
を
め
ざ
す
、
あ
る
い
は
五
年
卒
業
の
資
格
で
専
門
学
校
／
二

年
制
大
学
予
科
に
進
学
す
る
、
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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（
２
）
中
学
校
令
施
行
規
則
改
正
と
立
教
中
学
校
の
対
応

　

一
九
三
一
年
一
月
に
は
、
文
政
審
議
会
答
申
を
経
て
、
中
学
校

令
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
中
学
校
第
四

学
年
以
上
（
場
合
に
よ
っ
て
は
第
三
学
年
以
上
）
で
、
就
職
を
目

的
と
す
る
者
の
た
め
の
第
一
種
課
程
と
進
学
目
的
者
の
た
め
の
第

二
種
課
程
に
課
程
を
分
化
さ
せ
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
課
程
制

は
三
五
（
昭
一
〇
）
年
よ
り
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
が
、
早
期
実

施
も
可
能
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
課
程
制
に
対
す
る
立
教
中
学
校
の
対
応
を
「
第
三
学
年

ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」（5）
に
み
て
み
よ
う
。
文

書
名
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
申
請
書
は
、
立
教
中
学
校
が
第

三
学
年
よ
り
進
学
目
的
の
第
二
種
課
程
の
み
を
設
置
す
る
こ
と
を

願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
校
ハ
従
来
生
徒
ノ
殆
ン
ド
全
部
ガ
上
級
学
校
入
学
ヲ
志

望
シ
学
校
モ
亦
生
徒
全
体
ノ
志
望
ヲ
遂
ゲ
シ
ム
ル
様
教
育
ヲ

施
シ
来
レ
リ

　

特
ニ
本
校
ノ
設
立
者
ハ
大
学
令
ニ
依
ル
立
教
大
学
ヲ
併
置

セ
ル
ヲ
以
テ
上
級
ノ
修
業
者
及
卒
業
者
ハ
同
大
学
ニ
入
学
ス

ル
者
ノ
ミ
ニ
テ
モ
年
々
数
十
名
ニ
達
セ
リ

　

生
徒
の
大
多
数
が
進
学
希
望
で
あ
る
こ
と
、
立
教
大
学
に
入
学

す
る
者
だ
け
で
も
「
年
々
数
十
名
」
い
る
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
特

例
の
認
可
を
求
め
て
い
る
文
書
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
申
請
書
に
は
「
添
附
書
類
」
と
し
て
、「
卒

業
者
ノ
状
況
調
」「
第
四
学
年
修
業
者
ノ
上
級
学
校
入
学
状
況
調
」

「
下
級
生
徒
ノ
上
級
学
校
入
学
志
望
状
況
調
」「
学
科
課
程
及
授
業

時
数
」「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
遅
延
ニ

関
ス
ル
陳
情
書
」（6）
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
卒
業
者
ノ
状
況
調
」
は
、
文
部
省
普
通
学
務
局
が
作
成
し
て

い
た
『
全
国
公
私
立
中
学
校
ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』
と
同
じ
調
査
項

目
で
、
卒
業
生
の
動
向
に
つ
い
て
数
値
を
記
載
し
た
表
で
あ
る
。

部
分
的
に
数
値
の
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、『
全
国
公
私
立
中
学
校

ニ
関
ス
ル
諸
調
査
』
掲
載
内
容
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

　
「
第
四
学
年
修
業
者
ノ
上
級
学
校
入
学
状
況
調
」
は
、
二
八

（
昭
三
）
年
度
か
ら
三
二
（
昭
七
）
年
度
ま
で
の
第
四
学
年
修
業

者
数
と
進
学
者
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
表
１
を
参
照
）
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
一
九
二
八
～
三
二
年
に
は
、
お
お
む
ね
二
割
程
度
の
生

徒
が
四
学
年
修
了
時
点
で
進
学
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
下
級
生
徒
ノ
上
級
学
校
入
学
志
望
状
況
調
」
で
は
、
三
四
年

に
在
籍
し
た
一
年
次
生
一
一
四
名
の
う
ち
一
一
〇
名
、
二
年
次
生

一
〇
六
名
の
う
ち
一
〇
三
名
、
三
年
次
生
一
一
三
名
の
う
ち

一
一
〇
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
上
級
学
校
入
学
志
望
者
と
記
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
在
籍
生
徒
の
大
多
数
が
進
学
志
望
者
で
あ
っ
た
。



− 84 −

　

つ
ぎ
に
、「
学
科
課
程
及
授
業
時
数
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
学

科
目
構
成
と
週
当
た
り
授
業
時
数
、
お
よ
び
増
加
科
目
配
当
を
確

認
し
て
お
こ
う
。
教
科
科
目
に
つ
い
て
は
、
課
程
制
導
入
に
と
も

な
い
、「
基
本
科
目
」
と
「
増
課
科
目
」
が
設
け
ら
れ
た
（7）

。
表

２
を
み
る
と
、
増
課
科
目
の
配
当
は
、
外
国
語
（
英
語
）、
数
学
、

理
科
、
図
画
に
対
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
理

科
に
つ
い
て
第
三
・
四
学
年
で
一
時
間
増
や
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
時
期
の
立
教
中
学
校
の
特
色
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
き
た
理
科
教
育
重
視

に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
数
学
に
は
増
課
科
目
と
し
て
第

三
～
五
学
年
で
許
容
さ
れ
る
上
限
の

時
数
を
割
り
あ
て
て
い
る
（8）

。

　

以
上
の
資
料
で
み
た
よ
う
に
、
昭

和
初
期
の
立
教
中
学
校
で
は
、
上
級

学
校
進
学
が
ひ
じ
ょ
う
に
重
視
さ
れ

て
い
た
。
在
籍
生
徒
の
大
多
数
が
進

学
希
望
者
で
あ
り
、
第
三
学
年
時
よ

り
第
二
種
課
程
の
み
を
置
き
（9）

、
上

級
学
校
進
学
も
意
識
し
た
特
徴
の
あ

る
学
科
課
程
を
設
定
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
立
教
中
学
校
の
生
徒

表１　第四学年修了者の進学状況
年　度 修業者数 進学者数

1928（昭3）  98 34
1929　　　 100 16
1930　　　 110 27
1931　　　 104 21
1932　　　 112 25

「第三学年ヨリ第一種課程ヲ欠ク認可申請書」添附書類により作成。

表２　1934（昭９）年度　立教中学校学科課程及授業時数

学
年 時数 修身 公民科 国語

漢文
歴史
地理

外国語
（英語） 数学 理科 図画 音楽 作業科 体操 総時数

第
一
学
年

基本時数 1 7 3 5 3 2 1 1 2 5 30

増課時数

計 1 7 3 5 3 2 1 1 2 5 30

第
二
学
年

基本時数 1 6 3 5 3 3 1 1 2 5 30

増課時数

計 1 6 3 5 3 3 1 1 2 5 30

第
三
学
年

基本時数 1 4 3 3 3 1 5 20

増課時数 2 6 2 1 1 12

計 1 6 3 6 5 4 1 1 5 32

第
四
学
年

基本時数 1 2 4 3 4 1 5 20

増課時数 5 5 1 1 12

計 1 2 4 3 5 5 5 1 1 5 32

第
五
学
年

基本時数 1 2 4 3 4 1 5 20

増課時数 6 5 1 12

計 1 2 4 3 6 5 4 1 1 5 32

＊「第三学年ヨリ第一種課程ヲ欠ク認可申請書」添付書類により作成。
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は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
学
校
に
進
学
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
次
章
で
は
『
入
学
者
調
』
の
資
料
的
性
格
を
検
討
し
、
あ
わ

せ
て
記
載
内
容
の
量
的
検
討
を
試
み
る
。

３
．
立
教
中
学
校
の
進
学
動
向

�

　

�『
入
学
者
調
』
の
量
的
検
討
を
中
心
に�　

（
１
）
資
料
『
上
級
学
校
入
学
者
調
』
の
性
格
と
内
容

　

ま
ず
、『
入
学
者
調
』
の
状
態
や
記
述
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
こ
う
。

　

こ
の
資
料
に
は
『
各
年
度
上
級
学
校
入
学
者
調
』
と
筆
字
で
書

か
れ
た
表
紙
が
あ
り
、
B4
大
の
縦
罫
紙
を
折
り
こ
ん
で
綴
じ
こ
ん

で
い
る
。
多
く
の
年
度
で
、
罫
紙
を
二
～
三
段
に
区
分
し
、
五
〇
～

七
五
名
程
度
の
氏
名
、
卒
業
修
了
年
次
、
進
学
先
が
記
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
は
「
立
教
中
学
校
用
箋
」

と
枠
外
に
記
さ
れ
た
十
行
程
度
の
罫
線
紙
を
用
い
て
い
る
場
合
も

あ
る
。

　

筆
跡
か
ら
、
記
入
者
は
複
数
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
お0

知
り
合
の
向
は
お
書
添
え
下
さ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
原
文
マ
マ
）
と
欄
外

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
比
較
的
多
く
目
に
つ
く
筆
跡

は
、
中
学
校
『
教
務
日
誌
』
の
筆
跡
と
酷
似
し
て
お
り
、
花
房
正

雄
（
一
八
九
四

－

一
九
六
五
）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
前

述
の
よ
う
に
他
の
筆
跡
で
記
さ
れ
た
年
度
も
あ
り
、
複
数
の
筆
跡

が
ま
じ
っ
て
い
る
年
度
も
あ
る
。
筆
に
よ
り
て
い
ね
い
に
楷
書
で

記
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
ペ
ン
も
し
く
は
鉛
筆
に
よ
る
走
り

書
き
で
記
入
内
容
が
判
読
し
が
た
い
部
分
も
目
に
つ
く
。
な
お

一
九
二
六
（
昭
一
）
年
度
に
つ
い
て
は
、
立
教
大
学
進
学
者
の
記

録
が
み
あ
た
ら
な
い
。
進
学
者
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の

で
、
欠
落
と
み
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
年
度
で
、
用
紙
冒
頭
に
「
昭
和
○
年
度　

上
級
学
校
入

学
者
一
覧
［
報
告
順
］」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る

者
の
卒
修
了
年
次
は
複
数
年
度
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
過
年
度
卒

業
生
（
い
わ
ゆ
る
浪
人
生
）
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当

該
年
度
卒
業
／
修
了
生
動
向
の
み
を
記
し
た
名
簿
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
に
は
集
計
人
数
を
み
る
に
あ
た
っ
て
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
資
料
冒
頭
に
記
さ
れ
た
年
度
と
卒
修
了
者
年
度
が
一

致
し
な
い
場
合
が
複
数
あ
る
。
執
筆
者
が
年
度
を
誤
記
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
資
料
の
状
況
か
ら
す
る
と
、『
入
学
者
調
』
は

正
確
さ
を
期
し
た
公
的
な
書
類
で
は
な
く
、
卒
業
／
修
了
生
の
消

息
を
確
認
し
た
り
、
お
お
ま
か
な
進
学
状
況
を
知
る
参
考
と
し
て

作
成
さ
れ
た
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
上
級
学
校
へ
の

合
格
者
数
と
入
学
者
数
が
「
私
学
中
等
教
育
の
評
価
を
上
げ
る
と

さ
れ
た
」（10）
た
め
、
対
外
的
な
学
校
へ
の
評
価
の
備
え
と
し
て
作

成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
資
料
の
性
格
か
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ら
し
て
、
進
学
状
況
を
正
確
か
つ
網
羅
的
に
分
類
記
載
し
た
も
の

で
な
い
こ
と
に
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
、
昭
和
初
期
の
立
教
中
学
校
出
身
者
の
お
お
よ
そ
の
進
学
動
向

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

　
『
入
学
者
調
』
に
記
載
さ
れ
た
進
学
者
数
を
、
年
度
ご
と
に
主

要
進
学
先
学
校
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
表
作
成
に

あ
た
っ
て
は
『
立
教
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
名
簿
』（
立
教
中
・

高
等
学
校
同
窓
会
編
、
一
九
五
八
年
。
以
下
、『
同
窓
会
名
簿
』

と
略
記
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
、
用
紙
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

と
卒
業
年
度
の
照
合
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
明
ら
か

に
誤
記
と
判
断
で
き
る
年
度
記
述
に
つ
い
て
は
訂
正
し
た
。
た
だ

し
、『
同
窓
会
名
簿
』
に
氏
名
が
み
あ
た
ら
な
い
者
も
複
数
い
た

た
め
、
そ
の
場
合
は
『
入
学
者
調
』
の
記
載
に
し
た
が
っ
て
い

る
。
な
お
、
大
多
数
の
旧
制
私
立
大
学
で
は
、
大
学
と
は
別
に
専

門
部
・
高
等
部
な
ど
の
名
称
を
も
つ
専
門
学
校
を
併
設
し
た
が
、

『
入
学
者
調
』
で
は
、
私
立
大
学
予
科
に
進
学
し
た
の
か
同
一
法

人
内
の
専
門
部
・
高
等
部
等
に
進
学
し
た
の
か
明
確
で
な
い
記
載

例
が
複
数
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
専
門
部
・
高
等
部
進
学
者
と
明
瞭

に
記
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
当
該
大
学
進
学
者
内
数
と
し
て

（　

）
内
に
人
数
を
記
し
た
。
し
か
し
、
内
数
と
し
て
記
し
た
者

以
外
に
専
門
部
・
高
等
部
等
へ
の
進
学
者
が
い
る
可
能
性
に
も
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
他
、
記
録
の
欠
落
部
分
に
つ
い
て
は

「
？
」
を
挿
入
し
た
。

　

表
３
を
み
る
と
、
立
教
中
学
生
は
、
主
に
東
日
本
の
、
多
様
な

学
校
に
進
学
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
っ
と
も
人
数

が
多
い
の
は
立
教
大
学
へ
の
進
学
者
で
あ
る
。
年
度
に
よ
っ
て
上

下
す
る
が
、
進
学
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
う
ち
お
お
む

ね
三
～
五
割
程
度
が
立
大
進
学
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
表
は
当
該
年
度
卒
業
／
修
了

生
の
進
学
者
内
訳
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
例
年
相

当
数
の
立
教
中
学
生
が
立
教
大
学
に
進
学
し
て
い
た
と
判
断
で
き

る
だ
ろ
う
（11）

。
な
お
伊
藤
俊
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
中
学
校
か
ら
大

学
に
進
学
す
る
際
の
推
薦
内
規
が
あ
り
、
生
徒
に
は
学
校
側
か
ら

折
に
ふ
れ
て
説
明
が
あ
っ
た
と
い
う
（12）

。

　

さ
て
、
以
上
を
反
対
側
か
ら
み
れ
ば
、
少
な
か
ら
ぬ
人
数
が
立

大
以
外
に
進
学
し
て
い
た
、
と
も
い
い
う
る
。
た
と
え
ば
旧
制
高

等
学
校
・
帝
大
予
科
へ
の
進
学
者
割
合
は
、
例
年
、
記
載
さ
れ
て

い
る
者
の
う
ち
一
割
弱
～
三
割
程
度
で
あ
り
、
立
大
進
学
者
に
つ

い
で
進
学
者
数
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
官
公
立
専
門
学
校

進
学
者
を
加
え
る
と
、
お
よ
そ
二
～
四
割
弱
程
度
が
進
学
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
官
立
専
門
学
校
、
と
く
に
工
業
系
の
学
校
へ
の

進
学
者
が
ほ
ぼ
毎
年
一
定
数
存
在
し
た
こ
と
、
医
療
系
官
公
私
立

専
門
学
校
進
学
者
が
ほ
ぼ
毎
年
目
に
つ
く
こ
と
、
戦
前
期
か
ら
私

学
を
代
表
す
る
大
学
と
さ
れ
て
い
た
早
稲
田
・
慶
應
義
塾
の
両
大

学
を
は
じ
め
法
政
・
明
治
・
中
央
な
ど
の
私
立
大
に
も
対
象
期
間

内
に
一
定
の
進
学
者
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
も
指
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表３　昭和初期立教中学校進学者数概要表（『上級学校入学者調』による）
26年
3 月

27年
3 月

28年
3 月

29年
3 月

30年
3 月

31年
3 月

32年
3 月

33年
3 月

34年
3 月

35年
3 月

36年
3 月

37年
3 月

38年
3 月

39年
3 月

40年
3 月

41年
3 月

42年
3 月

立教大学 17 （？） 46 29 23 19 23 27 19 24 32 19 22 32 42 38 26
旧制高校 / 帝大予科 11 8 11 6 3 10 9 6 4 3 3 5 4 9 6 5 13

東京商科大学 1 5
（3） 1 1

（1）
2

（1） 2

早稲田大学 4 9
（3） 1 2 2 4

（1） 10 7
（2）

8
（1）

5
（1）

12
（2）

7
（1）

8
（1）

11
（4）

9
（2）

8
（1）

6
（1）

法政大学 5 4 1 2 1 2 3 1
（1） 1

明治大学 1 2 2 2  1 1 3
（2） 1 3

慶応大学 4 1 2 1 5 7
（1）

6
（2）

7
（1） 6 7

（2） 6 5 6
（1）

4
（1）

10
（2）

1
（1）

中央大学 1 1 1  2 1 6 3 1 2
（1）

1
（1） 1

國學院大學 2 1 1 1
（1） 1 1 2

（1）

日本大学 2 1 3 2 6
（1）

3
（1）

5
（1）

4
（1）

4
（1） 6 4

（2）
2

（2）
5

（2）
日本医科大学 1 2 2 3
慈恵医科大学 1 1 1

東京農業大学 1 2 5
（3） 1 3 2

（1）

その他の私立大学 1 2 1 3
（3） 2 1 3 2 2

東京外国語学校 1 1 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1
師範学校 1 1 1 3 1 3 4 2
軍関係学校 1 1 2 2 2 4 2 2
東京美術学校 4 1 2 1 1 1 1 1
東京音楽学校 1 1 1
東京物理学校 1 2 2 1 1 2 2 1
工業系（官公立） 3 4 2 3 3 1 2 2 4 4 3 3 3 5 5 7 7
　〃　 （私　立） 1 1 1
医療系（官公立） 5 1 1 2 1 1 1 1
　〃　 （私　立） 4 1 2 4 5 3 3 5 3 1 2 2 3 4
商業系（官公立） 1 1 1 2 1 2 2 2 1
　〃　 （私　立） 1 1 1 3 2 2 1 3 1 4 3
農水産系（官公立） 1 1 1 2 1 1 1 3 3 1
その他の専門学校 3 3 1 1 3 3 3 1 1 1
文部省管轄外諸学校 1 1 1 1 1 3 3 1
＊『上級学校入学者調』（立教池袋中高等学校史料室所蔵）の年度毎進学者数を大学・高等教育機関別に集

計した。
 ・昭和３年・立大進学者は、46 人中、32 人は１学年進学、14 人は２学年進学である。前年度から実施され

た予科三年制と関連があると思われるが詳細は不明。
 ・その他とした大学には、上智大、専修大、神宮皇學館大、拓植大、大阪商科大学、藤原工大などが含まれ

る。

 ・その他とした専門学校には、青山学院、東北学院などの宗教系私立専門学校、秋田鉱山専門学校、東京高
等蚕糸、上田高等蚕糸などの官立専門学校、水産講習所、中央気象台測候技術官養成所、無電話講習所な
どが含まれる。

 ・表内の（　）は専門部への進学者数をさす（学科など不明のものは含まず）
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摘
で
き
る
。
な
お
こ
の
表
で
確
認
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
立
教
大
を

の
ぞ
く
私
立
大
の
な
か
で
は
、
早
稲
田
大
学
へ
の
進
学
者
が
も
っ

と
も
多
い
。

　

軍
関
係
学
校
に
つ
い
て
は
、
三
五
年
を
境
に
し
て
毎
年
進
学
者

が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
戦
時
末
期
に
は
軍
な
ど
か
ら
の
苛

烈
な
要
請
と
学
校
教
員
に
よ
る
勧
誘
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（13）

が
、

三
五
年
前
後
に
も
同
様
な
状
況
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
調
査
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
初
期
の
立
教
大
学
と
立
教
中
学
校
の
進
学
関

係
に
つ
い
て
は
、
帆
足
秀
三
郎
（
一
八
九
三

－
一
九
六
五
）
が
回

想
的
文
章
を
残
し
て
い
る
。
帆
足
は
一
九
一
九
（
大
七
）
年
に
中

学
校
教
諭
と
な
り
、
三
六
（
昭
一
一
）
年
よ
り
校
長
と
な
っ
た
。

や
や
長
い
が
、
以
下
に
引
用
す
る
。

　

築
地
時
代
に
は
余
り
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
隣
接
地

に
立
教
大
学
を
持
つ
と
い
う
関
係
上
中
学
校
の
卒
業
生
を
大

学
に
送
る
義
務
も
自
然
に
出
来
て
来
た
。
今
日
で
は
九
十
九

パ
ア
セ
ン
ト
ま
で
立
教
大
学
に
入
学
志
願
で
あ
る
が
、
当
時

は
立
教
大
学
が
今
日
ほ
ど
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
て
お
ら
な
い

の
で
、
中
学
の
卒
業
生
の
優
秀
な
成
績
の
者
は
自
然
官
立
の

高
等
学
校
か
、
私
立
の
有
名
大
学
予
科
に
志
願
す
る
状
態
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
生
徒
の
こ
の
希
望
を
達
成
さ
せ
る
教
育
を

や
る
こ
と
は
立
教
大
学
入
学
の
希
望
を
削
減
す
る
結
果
と

な
っ
た
の
で
立
教
中
学
校
の
首
脳
者
は
苦
し
い
立
場
に
置
れ

た
。
立
教
大
学
側
か
ら
謂
え
ば
甚
だ
非
協
力
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た

　

こ
の
種
の
板
挟
み
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
学
校
の
内
容
充

実
の
た
め
の
努
力
は
、
毎
年
上
級
学
校
（
立
教
大
学
を
除
い

て
）
約
三
十
パ
ア
セ
ン
ト
入
学
さ
せ
る
の
が
通
例
で
あ
っ

た
。
こ
の
三
十
パ
ア
セ
ン
ト
の
官
立
諸
学
校
の
入
学
は
立
教

中
学
校
の
入
学
志
願
率
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
受
験
学

校
と
い
う
言
葉
は
甚
だ
不
愉
快
な
る
名
称
で
あ
る
が
、
良
質

な
入
学
志
願
者
を
得
る
た
め
に
は
止
む
を
得
ぬ
行
き
方
で

あ
っ
た
（14）

　

帆
足
の
こ
の
回
想
と
、
前
述
し
た
『
入
学
者
調
』
表
を
あ
わ
せ

て
考
え
る
な
ら
ば
、
進
学
者
状
況
を
め
ぐ
っ
て
、
当
時
の
大
学
と

中
学
校
の
間
に
は
対
立
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
。

　

中
学
校
の
立
場
か
ら
は
、
卒
業
／
修
了
生
の
進
学
状
況
は
、
中

学
校
入
学
志
願
者
増
減
、
ひ
い
て
は
学
校
と
し
て
の
存
続
に
つ
い

て
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
立
教
中
学
校

に
お
け
る
「
優
秀
な
成
績
の
者
」
に
は
、
高
等
学
校
お
よ
び
官
立

専
門
学
校
な
ど
の
「
官
立
諸
学
校
」「
私
立
の
有
名
大
学
予
科
」

を
選
択
さ
せ
、
そ
の
こ
と
を
と
お
し
て
学
校
と
し
て
の
進
学
実
績

を
入
学
関
係
者
に
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
理
工
科
方
面
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や
医
歯
学
方
面
、
あ
る
い
は
農
水
産
方
面
な
ど
に
進
路
を
求
め
る

者
に
と
っ
て
は
、
文
学
部
と
経
済
学
部
し
か
も
た
な
い
立
教
大
学

は
適
切
な
進
学
先
と
は
い
え
な
か
っ
た
（15）

。

　

い
っ
ぽ
う
、
大
学
側
は
「
官
立
諸
学
校
」「
私
立
の
有
名
大
学

予
科
」
と
肩
を
な
ら
べ
る
よ
う
な
社
会
的
位
置
づ
け
を
め
ざ
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
一
例
と
し
て
、

一
九
二
七
（
昭
二
）
年
に
実
施
さ
れ
た
予
科
二
年
制
か
ら
三
年
制

へ
の
変
更
時
の
杉
浦
貞
二
郎
（
学
長
事
務
取
扱
）
の
発
言
を
引
用

し
て
お
こ
う
。

　

立
教
大
学
の
内
容
を
充
実
し
、
そ
の
改
善
を
実
現
す
る
上

に
於
て
、
最
も
急
務
と
す
る
も
の
は
、
大
学
予
科
を
三
年
に

延
長
す
る
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
（
引
用
者
略
）

　

学
生
を
大
学
へ
連
れ
て
来
る
に
、
四マ

マ

年
卒
業
も
五
年
卒
業

も
殆
ん
ど
何
の
違
い
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
一
年
早

く
連
れ
て
き
て
、
而
し
て
此
方
で
最
も
適
当
な
よ
う
に
一
年

長
く
準
備
を
さ
せ
た
方
が
、
大
学
本
科
の
入
学
候
補
生
を
仕

上
げ
る
の
に
便
利
な
の
で
あ
る
。
加
え
、
四
年
で
直
ぐ
大
学

予
科
や
高
等
学
校
の
入
学
試
験
を
受
く
る
如
き
者
は
中
学
生

で
良
い
方
で
あ
る
か
ら
、
早
く
之
を
取
っ
て
き
た
方
が
、
当

方
の
学
生
の
質
を
高
め
る
手
段
と
し
て
必
要
で
あ
る
（
引
用

者
略
）

　

二
年
制
度
の
予
科
を
有
す
る
大
学
が
如
何
に
世
間
の
目
に

影
ず
る
か
を
思
う
と
、
此
処
に
も
亦
た
大
に
寒
心
す
べ
き
も

の
が
あ
る
。（
引
用
者
略
）
世
間
で
は
、
二
ヶ
年
予
科
の
大

学
を
安
く
み
て
居
る
（16）

　

以
上
は
予
科
三
年
制
実
施
直
前
の
大
学
首
脳
の
発
言
で
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
予
科
三
年
制
実
施
後
も
、
大
学
と
し
て
「
安

く
」
み
ら
れ
る
こ
と
は
避
け
つ
つ
、「
中
学
生
で
良
い
方
」
の
生

徒
を
な
る
べ
く
確
保
す
る
こ
と
で
「
学
生
の
質
を
高
め
」、
ひ
い

て
は
学
校
の
評
価
を
高
め
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
そ
の
た
め
に
、
同
一
経
営
法
人
内
学
校
か
ら
の
「
中
学
生
で
良

い
方
」
の
進
学
を
望
ん
で
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
来
、
立
教
大
学
設
立
が
求
め
ら
れ
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、

中
学
校
段
階
で
宗
教
教
育
を
う
け
た
者
に
さ
ら
な
る
高
度
な
教
育

の
場
を
準
備
し
、
そ
の
中
か
ら
宗
教
的
指
導
者
を
輩
出
す
る
と
い

う
伝
道
上
の
必
要
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
社
会
で

学
校
を
経
営
し
て
い
く
う
え
で
は
、
進
学
実
績
を
と
お
し
て
社
会

的
評
価
を
高
め
る
こ
と
も
避
け
が
た
い
要
求
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
手
段
を
と
お
し
て
社
会
的
評
価

を
高
め
る
こ
と
が
、
日
本
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
位
置
づ

け
を
も
高
め
る
と
い
う
見
方
も
成
立
し
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

帆
足
の
回
想
に
み
ら
れ
る
「
苦
し
い
立
場
」
と
い
う
表
現
は
、

多
様
な
方
面
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
と
優
秀
な
予
科
生
を
求

め
る
大
学
と
の
狭
間
に
置
か
れ
た
中
学
校
関
係
者
の
立
ち
位
置
を
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示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

４
．
ま
と
め
と
残
さ
れ
た
課
題

　

こ
こ
ま
で
、
昭
和
初
期
の
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
を

ま
と
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

ま
ず
、
中
学
校
の
課
程
制
へ
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
を
と
お

し
て
、
立
教
中
学
校
の
進
学
重
視
の
性
格
を
資
料
的
に
跡
づ
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
在
籍
生
徒
の
希
望
調
査
結
果
な
ど
に
も
、
進
学

重
視
の
傾
向
は
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、『
入
学
者
調
』
な
ど
の
検
討
に
よ
っ
て
、
昭
和
初
期

立
教
中
学
校
の
具
体
的
な
進
学
動
向
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
明
ら

か
に
で
き
た
。
昭
和
初
期
に
立
教
中
学
校
か
ら
進
学
す
る
者
の
う

ち
、
相
当
数
は
立
教
大
学
に
進
学
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
い
っ

ぽ
う
で
、
少
な
か
ら
ぬ
者
が
高
等
学
校
・
帝
大
予
科
・
官
立
専
門

学
校
な
ど
へ
進
学
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
立
大
以
外
の
私
立
大

に
も
進
学
者
が
お
り
、
な
か
で
も
早
稲
田
大
学
に
は
例
年
一
定
の

人
数
が
進
学
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
理
工
系
・
医
療
系
な
ど
へ

の
進
学
者
も
一
定
数
お
り
、
進
学
先
は
多
様
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
当
時
の
中
学
校
長
で
あ
る
帆
足
の
回
想
を
あ
わ
せ
て
考

え
る
と
、
立
教
中
学
校
と
立
教
大
学
に
は
、
中
学
在
籍
生
徒
の
進

学
を
め
ぐ
っ
て
対
立
的
な
側
面
が
存
在
し
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
対
立
的
側
面
の
み
が
き
わ
だ
っ
て
い
た
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
・
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
過
年
度
生
」（「
浪
人
」

の
学
生
）
が
進
学
者
内
に
占
め
る
割
合
や
、
卒
業
者
の
進
路
に
関

す
る
よ
り
詳
細
な
分
類
検
討
な
ど
を
お
こ
な
う
べ
く
、
さ
ら
に
正

確
な
デ
ー
タ
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
量
的
な
検
討
の
ほ
か
に
、
残
さ
れ
た
多
様
な
資
料
を
収
集
整

理
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
様
な
資
料
に
は
、
当
事
者
へ

の
聞
き
と
り
に
よ
る
記
録
等
も
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

れ
ら
の
作
業
を
と
お
し
て
、
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
生
徒
の
進
路

動
向
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

＊
本
稿
で
使
用
し
た
デ
ー
タ
等
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
舟
橋
正

真
氏
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
院
生
）
の
協
力
を
え
た
。

＊
帆
足
秀
三
郎
の
回
想
を
は
じ
め
と
し
た
資
料
の
所
在
、
お
よ
び

行
論
内
容
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
俊
太
郎
氏
か
ら
多
く
の
示
唆
・
助

言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
４
研
究
員
の
方
々
に
も
貴
重
な
助
言
等
を
い
た
だ
い
た
。
以

上
、
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

注（1）	

た
と
え
ば
、
伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀
」
立
教
中
学
校
『
い
し
ず
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え
』
一
九
八
六
年
三
月
、
一
三
八
頁
な
ど
。

（2）	
こ
の
措
置
は
、
い
わ
ゆ
る
「
修
業
年
限
短
縮
」
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
で
あ

る
。
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史　

５　

学
校
教
育
（
３
）』

教
育
研
究
振
興
会
一
九
七
四
年
、
一
四
一
頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（3）	

二
年
制
の
場
合
は
主
に
中
学
校
卒
業
が
、
三
年
制
の
場
合
は
中
学
四
年
修
了
が

主
な
入
学
資
格
と
な
っ
た
。

（4）	

い
く
つ
か
の
官
公
立
大
学
に
も
三
年
制
予
科
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

（5）	

三
四
（
昭
九
）
年
一
月
二
〇
日
文
部
大
臣
宛
提
出
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）

（6）	

本
稿
の
趣
旨
か
ら
や
や
外
れ
る
た
め
、
こ
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
本
論
で
は

言
及
し
な
い
。
し
か
し
、
制
度
改
正
へ
の
「
現
場
」
の
意
識
や
対
応
を
う
か
が
い

知
る
う
え
で
、
本
添
付
書
類
も
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

（7）	

と
く
に
増
加
科
目
の
配
分
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
授
業
科
目
時
数
の
裁
量
が
可

能
に
な
っ
た
。
コ
ー
ス
別
に
科
目
時
数
の
弾
力
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
（『
現
代

教
育
史
事
典
』
東
京
書
籍
二
〇
〇
一
年
、
九
二
頁
な
ど
を
参
照
）。

（8）	

昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
理
科
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
伊
藤
「
立
教
中

学
校
二
十
世
紀
」
一
三
九
頁
参
照
。
ま
た
、
増
課
科
目
時
数
に
つ
い
て
は
、

三
一
年
改
正
「
中
学
校
令
施
行
規
則
」
第
三
条
乙
号
表
（『
明
治
以
降
教
育
制
度

発
達
史
』
第
七
巻
、
二
三
八
頁
所
収
）
を
参
照
。

（9）	

も
っ
と
も
、
東
京
府
下
を
典
型
と
す
る
都
市
部
の
中
学
校
で
は
、
第
二
種
課
程

の
み
を
設
置
す
る
中
学
校
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（『
現
代
教
育
史

辞
典
』
東
京
書
籍
二
〇
〇
一
年
、
九
二
頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）。『
全
国
公
立
私

立
中
学
校
諸
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
段
階
で
東
京
府
下
中
学
校
五
六
校

の
う
ち
二
八
校
が
第
三
学
年
か
ら
第
二
種
課
程
の
み
を
設
置
し
て
い
る
学
校
で
あ

る
。

（10）	

出
井
善
次
『
私
学
中
等
教
育
の
研
究　

戦
時
下
浅
野
中
学
校
の
事
例
』
筑
波
書

房
二
〇
〇
一
年
、
二
五
六
頁
。

（11）	

な
お
、
こ
の
時
期
の
立
教
大
学
予
科
へ
の
入
学
数
は
、
二
八
一
名
（
一
九
二
五

年
）
か
ら
六
八
一
名
（
三
〇
年
）、
七
三
九
名
（
三
五
年
）
さ
ら
に
一
〇
〇
六
名

（
四
〇
年
）
へ
と
急
増
し
て
い
く
（『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
三
七
頁
よ
り
）。

（12）	

五
年
卒
業
生
は
最
終
成
績
七
五
点
以
上
、
四
年
修
了
生
は
八
五
点
以
上
の
成
績

で
推
薦
入
学
可
能
と
い
う
規
程
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二

日　

伊
藤
氏
へ
の
聞
き
と
り
に
よ
る
）。

（13）	

『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』（
一
九
九
八
年
）
六
〇
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な

お
同
頁
に
は
、
立
教
中
学
卒
修
了
生
で
軍
関
係
学
校
に
進
学
し
た
者
の
一
覧
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（14）	

帆
足
秀
三
郎
「
修
史
余
談
」
立
教
中
学
校
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
』
第
十
六
号
、　

一
九
五
七
年
八
七
頁

（15）	

伊
藤
俊
太
郎
氏
（
一
九
四
二
年
立
教
中
学
入
学
）
は
こ
の
点
に
つ
い
て
「
戦
前

の
立
教
中
学
生
は
立
教
大
学
を
高
く
み
て
い
な
か
っ
た
」「
学
部
学
科
数
が
文
学

部
と
経
済
学
部
の
み
で
、
中
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
医

者
の
子
弟
や
、
理
工
科
、
農
水
産
、
芸
術
方
面
な
ど
に
進
み
た
い
生
徒
は
、
立
教

大
学
に
進
ん
で
も
意
味
が
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
一
月
一
六
日
の

聞
き
と
り
に
よ
る
）。

（16）	

「
愈
々
新
学
年
を
期
し
て
予
科
三
年
制
実
施
さ
る
」
立
教
大
学
新
聞
第
四
九
号

　

一
九
二
七
年
二
月
五
日
付
記
事
。




